
第１回北海道ブロッククラブミーティング 2008 開催報告 

 

日 時：平成 20 年 6 月 29 日（日）13:15～16:30 

会 場：「北海道立総合体育センターきたえーる」講堂 

（北海道・札幌市） 

 

北海道札幌市において、第 1 回北海道ブロッククラブミ

ーティングが開催された。参加者は、育成指定クラブ 67

名を含め合計 78 名であった。内容については、以下のとお

りである。 

                             

○ 情報提供 

山本理人班長のコーディネーターのもと、『地域スポーツの「にない」と「しくみ」～総合型地域スポー

ツクラブをめぐる諸条件～』をテーマに大沼義彦班員より情報提供された。 

はじめに、スポーツクラブに携わるきっかけと、その設立した大学カヌークラブの活動内容等を紹介し、

次に、北海道における総合型クラブ設立の特徴を説明し、

スポーツにおける「にない」と「しくみ」について、人的・

組織的側面、物的・空間的側面、財政的側面から特色ある

取り組み事例を日体協作成のＤＶＤに取り上げられた先進

クラブを基に紹介された。また、なぜ中学校区をクラブ設

立の活動範囲の目安となったかは、生活課題を解決する地

域空間として適当な範囲と説明し、最後に総合型スポーツ

クラブ設立に苦労されている出席者や関係者は地域を担う

意識が高く、その評価される活動は２０年後、３０年後の

地域とスポーツの姿を映し出しているとしてまとめられた。 

 

○ シンポジウム 

『総合型地域スポーツクラブの設立と運営～北海道の特性を生かして～』をテーマに、３人のシンポジ

ストに、資料に基づき、各クラブの概要について発表いただき、その後、参加者との質疑応答となった。 

 

シンポジスト：るもいスポーツクラブ「このゆびとまれ」 リーダー 伊端隆康氏（北海道地方企画班員） 

総合型地域スポーツクラブ「Gen キングしらおい」 顧問 髙橋克厚氏（   〃   ） 

よりづか☆ちょいスポ倶楽部 事務局長 久保田智氏 

 

※各クラブのクラブ概要については巻末参照 

 

 

 

 

 



○ 質疑応答  

参加者より質問用紙を提出していただき、課題を整理し、シンポジストと参加者で意見交換を行った。 

 

Ｑ 人材について（人材の確保、指導者の発掘、特殊種目への対応） 

・ るもい  体指が必置義務廃止で全道で初めて委嘱が無くなり、体育協会もＮＰＯを取得し社会体

育事業も担当したため、スポーツクラブの指導者は自分を含めて、体育協会から派遣す

るのが基本になっている。 

       特殊な種目であるヨガの講師は道央のフィットネスクラブにお願いしている。1 回の講

師料は謝礼が 10,000 円に交通費（留萌まで大体 10,000 円）を併せて、20,000 円を上限

として支弁している。 

・ しらおい クラブの役員で人伝に探す。1 回の講師料は、2,000 円から 4,000 円を基本。また、民

間企業と連携し、例えば乗馬クラブでは、相場の半額で契約し、紹介料一人 100 円を乗

馬クラブからいただき、事業に対してマイナスにならない方法を考える。 

・ よりづか 有資格者は少なく、体指等に依頼するが、ジュニア種目はすべて久保田氏本人が担当。

指導者を養成しているが、即戦力の期待薄い。また、特殊な種目は外部へ依頼する場合

は 8,000 円（交通費込み、札幌近郊のため安く設定）を目安とする。 

 

Ｑ 既存スポーツ団体との関連について（スポーツ少年団、体育協会等） 

・ よりづか スポーツ少年団・老人クラブ・スポーツサークル等と競合したが、それらは競技型で専

門性が高く、スポーツクラブは体験型で大きな問題にならなかった。また、クラブ員で

競技力が高くなったり、競技性を求められたら、体協加盟団体への加入を勧めている。 

・ しらおい 体育協会がクラブの創設を準備し、理念から住み分けを明確にしたので、問題は発生し

なかった。体育協会は団体加盟であり、クラブは自分の意志での個人加盟だから競合し

ない。  

・ るもい  体育協会は補助金分配団体であり、市民へのスポーツ振興事業は各加盟団体に任せられ

ていたため、親組織として市民スポーツの振興策の一環としてクラブを設立した。今も

体協や教委、スポ少とも良い関係が続いている。 

 

Ｑ 体協がＮＰＯ法人を取得した時の職員体制等の確認について 

・ るもい  それまで６人の体育課職員が最終的にＮＰＯでは３人で施設管理から事業まで消化して

いる。委託費 50,000 千円のうち半分は人件費が占める（退職金も考慮）。 

・ よりづか 平日３時間（基本 2,000 円）の常勤者を置く。自身も夜が仕事で平日が空くため、クラ

ブハウスに張り付きの状態あったが、今年はｔｏｔｏの助成でクラブマネジャーの賃金

（月 24,000 円）を充てている。 

 

Ｑ 行政支援の言葉がある中で、我が町の教育委員会は一切協力が無いし、耳も傾けてくれない。どう

すれば良いか。 

・ しらおい 組織設立へのアプローチは行政からの依頼があっても、2 年間の準備期間もなかなか理

解や支援は得られなかった。設立後の支援にも時間を要した。息の長い行動が必要では

ないか。 



Ｑ プログラムの設定及び広報等について 

・ よりづか ニュースポーツの食いつきが良い。特に

ドッチピー（フリスビーの布製をボール

にドッチボールを行う。慣れると２～３

個を同時に入れる。 

・ るもい  広報は見ない。ポスターも軽視。 

人伝、直接電話が効果高い。 

・ しらおい 白老町は前述の広報の効果大。 

  

Ｑ クラブの拠点から遠方の方の参加工夫は。 

・ しらおい 魅力あるプログラムを設定すれば、 

参加料が高くても、遠方からも集まる。 

   

○ まとめ 

人集めは難しいが、根気よく進めることが重要であり、自分が参加して楽しい行事の計画をしていき

ましょう。今でもクラブ設立が地域に成果として評価があるか疑問であるが、今後の地域スポーツ振興

策の一助になると思う。北海道の特色を生かし、自分たちの身の丈にあった総合型地域スポーツクラブ

の設立を目指していきましょうと、山本班長よりまとめられた。 

 

（報告：北海道ブロック地方企画班員 足立 直人） 










